
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑楽町立邑楽南中学校 学校だより 

 第８号 

令和 7 年１１月４日（火） 

 

 10 月 1 日に体育祭が行われました。生徒たちが

つくりあげた体育祭。とてもすがすがしい体育祭で

した。この子たちならきっとうまくいくと確信して

いましたが、やっぱりよかったです。 

 特にクラスを超えて応援し合う姿や勝敗がついた

あとにお互いをたたえ合う姿が見られたのがすばら

しいなと思いました。この子たちと同じ時間を過ご

すことのできる幸せを感じました。とても気持ちの

よい子たちです。 

行事でのびる南中生！ 

 

～２学期の通知表について～ 
 本年度も昨年度と同様に、２学期の通知表への「所見」の記載を省略させていただきます。 

11 月に全校生徒を対象に三者面談を実施し、保護者の皆様に直接お子様の様子をお伝えしたい

と考えております。ご理解いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

勝負は一瞬 絆は永遠 

 10 月は、「体育祭」「合唱コンクール」と大きな行事が続きました。 

行事を通して生徒たちは大きく成長します。それはクラス全員が心をひとつにして本気で取り組

むからだと思います。生徒たちから「感動のおすそわけ」をいただきました。 

ホールに響く 磨き上げた歌声 

 

10 月 30 日には合唱コンクールが邑の森

ホールで開かれました。 

1 年生は 1 年生らしく、2 年生と 3 年生は

昨年よりも数段レベルアップしていて、心に

響くすばらしい歌声をホールいっぱいに響か

せてくれました。そして、山田実行委員長の

あいさつからは合唱コンクールに寄せる生徒

全員の思いが伝わってきました。 

心に残る素敵な合唱コンクールでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本当に大事なのは？ 
日 曜 行事・その他 

1 土  

2 日  

3 月 【文化の日】 

4 火 3 年実力テスト 

5 水 三者面談､集金日(1･2 年) 

6 木 三者面談 

7 金 三者面談 

8 土  

9 日  

10 月 職員会議 

11 火 三者面談､学校評議員会議 

12 水 三者面談 

13 木 三者面談 

14 金 三者面談 

15 土  

16 日  

17 月 校内研修 

18 火   

19 水 期末テスト 

20 木 期末テスト 

21 金 期末テスト 

22 土  

23 日 【勤労感謝の日】 

24 月  

25 火 ※月曜授業 

26 水 入学説明会･部活参観 

27 木 2 年職場体験① 

28 金 2 年職場体験② 

29 土  

30 日  

 

 10 月上旬、ノーベル賞の発表があり、医学･生理学賞と

化学賞で、日本の科学者二人が受賞しました。 

 実はノーベル賞受賞者の学歴には、かなりはっきりした

傾向があって、ほとんどが地方の公立高校の出身者なので

す。（しかもほとんどがトップの進学校ではありません） 

 その受賞者の出身高校のある校長先生が、学校説明会で

次のようなことを言っていたそうです。 

「進学率を上げる、有名大学にたくさん行かせるという内

部目標は当校には一切ありません」 

「難関大学に入れるための教育、テストで１点でも多くと

れるようにするという教育はやっていません」 

「すぐに役立つことは、すぐに役に立たなくなります」 

「本当に大事なことや本質を伝え、将来のために力をつけ

てもらうことをめざしています」 

「生徒が自分自身で何をやりたいのか、将来どうしたいの

かを考えるのが大事なのです」 

「学校は失敗する場、在学中にたくさんチャレンジして、

いっぱい失敗してほしいと思います」 

 とても共感しました。この指導方針は、一見すると遠回

りに感じます。志望校への合格だけをめざすのであれば、

できるだけ効率よく学力を上げようとする、いわゆる「受

験勉強」は有効だと思います。でも、「その先のゴール」、

つまり将来何をしたいのか、そのためにどんな力をつけた

らいいのかという大事な目標を見失いかねません。 

ある教え子が、進学した高校での 3 年間で化学の実験を

一度もやらなかったと言っていました。目的を取り違えて

いるとしか思えませんでした。実験を自分の手で行って、

試行錯誤して、結果を考察して結論を導き出す。その過程

が大事なのであって、先人が見いだした結論や法則を覚え

たところで、自分の血や肉にはならないのです。もちろん

全ての進学校がそのような指導をしていると言っているわ

けではありませんが、ノーベル賞受賞者にトップの進学校

出身者が少ないことも関係があるのかもしれません。 

人生は、自分の物語を一生かけてつくっていくようなものだと思います。高校入試も自分の物語の

１ページにすぎません。その先に物語は続くのです。だから本当に大事なことは何か、本質を見極め

ましょう。そして自分を成長させるために何をすればいいのかを自分で考えてください。授業にも行

事にも本気で取り組むことのできる君たちだったら、きっと答えが見つけられるはずです。（山口） 


